
１ 単  元  読んで，かんじたことを発表しよう（教材「もうすぐ雨に」 ３年光村 上）  
       場面の様子に着目して読み，しょうかいしよう（教材「一つの花」 ４年光村 上）  

２ 単元について 

 (1) 単元の位置とねらい  

（第３学年） 
 この期の子どもたちは，これまで「お話を読

んで，かんそうを書こう」で，文章の内容と自

分の経験とを結び付けて，自分の思いや考えを

伝える能力を身に付けてきている。 
 そこでここでは，出来事に気を付けて，登場

人物の行動や気持ちの変化を読み取る能力を高

めると共に，発表を聞き合いながら解釈の多様

性を認め合い，自らの読書生活に進んで生かそ

うとする態度を身に付けさせたいと考え，本単

元を設定した。 
 この学習は，場面の移り変わりに即して登場

人物の行動や気持ちを読んで，考えたことを話

し合う「読んで考えたことを話し合おう」の学

習へと発展するものである。 

（第４学年） 
 この期の子どもたちは，これまで「読んで，

考えたことを発表しよう」で，場面ごとの主人

公の会話や行動に着目しながら気持ちを想像す

る能力を身に付けている。 
 そこでここでは，場面ごとの登場人物の気持

ちや情景など，叙述を基に読み取る能力を高め

ると共に，物語の紹介したい部分とその理由を

明確にして伝えようとする態度を身に付けさせ

たいと考え，本単元を設定した。 
 この学習は，優れた表現に着目して，物語の

魅力を伝え合う「すぐれた表現に着目して，物

語のみりょくを伝え合おう」の学習へと発展す

るものである。 

 (2) 指導の基本的な立場  

教材「もうすぐ雨に」は，「ぼく」と様々な生

き物の間で起こる不思議な出来事や「ぼく」の

優しさ，相手の気持ちが分かるようになる成長

の姿を描いた物語文である。また，物語の組み

立てが起承転結で構成されており，「ぼく」と生

き物たちの間に起こる不思議な出来事の移り変

わりをとらえやすい教材である。 

本単元では，不思議な出来事や大騒ぎが起こ

る本を読んで感じたことを発表することを，単

元を貫く言語活動として設定する。そして，教

材「もうすぐ雨に」を，出来事の展開や登場人

物の気持ちの変化など，読み取りから感じたこ

とを発表させ，一人一人の感じ方が違うことを

とらえさせる。 

具体的にはまず，試し作りとして，不思議な

出来事や大騒ぎが起こる本を読んで感想を書か

せ，書いた内容や書き方で困ったことを友達同

士で交流しながら整理させ，物語の読み方や感

想の発表についての課題意識をもたせる。 

次に，「もうすぐ雨に」を読んで，「ぼく」の

 教材「一つの花」は，戦時下という特殊な状

況にありながら，幼いゆみ子を中心に，父と母

それぞれが我が子の幸せを願い，強い家族の絆

を描いた物語文である。また，登場人物が３人

であり，戦争中の生活や父の出兵，戦争後の３

つの場面からなるため，場面の移り変わりに注

意しながら登場人物の気持ちの変化をとらえや

すい教材である。 

 本単元では，戦争や平和についてかかれた本

を読んで心に残ったことを基に友達に内容を紹

介することを，単元を貫く言語活動として設定

する。そして，教材「一つの花」を，強く心に

残った言葉や内容を誰かに紹介するためにはど

のようにすればよいかを考えながら読み進める。

具体的にはまず，試し作りとして，戦争や平

和について書かれた本を選んで読み，感想を紹

介しながらうまくいったことやうまくいかなか

ったことを友達同士で交流しながら整理させ，

物語の読み方や本の紹介の仕方についての課題

意識をもたせる。 

行動や会話に着目しながら，出来事の展開や登

場人物の気持ちの変化を読み取らせる。その際，

自分に同じような出来事が起こったらどうする

だろうという視点で，「ぼく」の行動や気持ちに

寄り添い，感じたことを発表させる。 

さらに，並行読書した本について，起承転結

を意識しながらまとめた感想を交流する活動を

行い，自他の感じ方に違いがあることに気付か

せ，達成感・成就感を味わわせる。 

次に，「一つの花」を読んで，ゆみ子や両親の

行動や会話に着目しながら，登場人物の気持ち

や世の中の様子を読み取らせる。そして，戦争

中と父の出兵，戦争後の３つの場面を比較させ，

題名に込められた作者の思いを考えさせる。 

さらに，並行読書してきた本の，「心に残った

言葉や文」「作品の特徴」などを紹介する活動を

行い，自他の紹介の変容に気付かせ，達成感・

成就感を味わわせる。 

    なお，同学年における話合いを充実させるために，展開時の間接指導時にはガイド学習を行う。 

このような学習を通して，子どもたちは相手や目的に応じて物語を読むことのよさを実感し，日

頃の読書生活に生かそうとする意欲を高める。また，進んで友達とかかわることで，一人一人が自

らの思いや考えを連続・発展させようとする態度を育成することができる。 

 (3) 子どもの実態    
         本学級の子どもたちの，本単元における実態以下の通りである。（数字は人数，複数回答） 

第３学年 第４学年 
① 初発の感想 
 ○動物たちが話すのがふしぎ（５） 
 ○自分も動物たちと話してみたい（４） 
○トラノスケはどこへ行ったのか（２） 

② 不思議な出来事について 
 ○生き物の声が聞こえるようになった（６） 
 ○雨が降ることが予測できた（１） 
③ 「ぼく」の変化 

○生き物と会話ができる（５） ○分からない（３） 
④ 感想の発表に用いた言葉 
 ○おもしろい（５） ○すごい（４）○きれい（２） 
○やさしい（６） こわい（５） 

① 初発の感想 
 ○ゆみ子の性格（元気・わがまま）（３） 
 ○お父さんが戦争に行って悲しい（２） 
 ○二度と戦争をしてはいけない（２） 
② 題名「一つの花」について 
 ○お父さんがゆみ子に渡したから（４）○分からない（３） 
③ 戦争に関する知識の情報源 
 ○本…ちいちゃんのかげおくり（７）その他（２） 
 ○家族（４） ○テレビ番組（３） 
④ 紹介したい内容 
 ○登場人物（７） ○心に残った出来事（４） 
 ○あらすじ（２） ○感想（２） 

子どもたちの多くは，主人公「ぼく」に起こ

った不思議な出来事に興味をもっている。しか

し，出来事の移り変わりをとらえている子ども

は少ない。（①②）また，「ぼく」の変化につい

て，生き物と会話ができるととらえた子どもが

多く，「ぼく」の生き物に対する気持ちの変化に

気付いた子どもはいない。（③）これは，物語を

読む際，不思議な出来事に対する関心が高く，

登場人物の気持ちの変化にまで目を向けられて

いないからだと考える。友達の発表を聞いた感

想に用いる言葉は全体的に偏りがあり，同じよ

うな言葉を用いる傾向が見られる。（④） 

 子どもたちの多くは，ゆみ子やお父さんに着

目したり，戦争に対する考えをもったりしてい

る。（①）しかし，題名に対する見方は，お父さ

んの行動に着目したものが多く，物語の主題に

かかわる考えはない。（②）これは，キーワード

となる言葉に着目しながら物語を読む経験が少

ないからだと考える。戦争に関する知識の情報

源は，既習の「ちいちゃんのかげおくり」から

のものがほとんどで，戦争や平和に関する読書

経験は少ない。（③）紹介したい内容は，登場人

物や心に残った出来事が多く，情景に着目した

ものは少ない。（④） 
 (4) 指導上の留意点 

ア 出来事の展開に注意しながら「ぼく」の生き

物に対するかかわりをとらえさせるために，物

語を四つの場面に分けて，「ぼく」の行動や会

話を話し合わせる。  

イ 語彙を増やし，読んだ後の感じ方には違いが

あることに気付かせるために，感想に用いる言

葉の一覧表を掲示し，子どもが学び合いの中で

用いた言葉を，叙述や日常生活の経験と関係付

けさせる。 

ア 場面ごとの登場人物の気持ちや情景をと

らえさせるために，人物の行動や情景を表

す叙述からキーワードとなる言葉を出さ

せ，それらを比較しながら共通点や相違点

を話し合わせる。 

イ 紹介したい本の内容とその理由を明確に

するために，自分の考えの根拠となる叙述

を複数集めて関係付けさせる。  
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       場面の様子に着目して読み，しょうかいしよう（教材「一つの花」 ４年光村 上）  

２ 単元について 

 (1) 単元の位置とねらい  

（第３学年） 
 この期の子どもたちは，これまで「お話を読

んで，かんそうを書こう」で，文章の内容と自

分の経験とを結び付けて，自分の思いや考えを

伝える能力を身に付けてきている。 
 そこでここでは，出来事に気を付けて，登場

人物の行動や気持ちの変化を読み取る能力を高

めると共に，発表を聞き合いながら解釈の多様

性を認め合い，自らの読書生活に進んで生かそ

うとする態度を身に付けさせたいと考え，本単

元を設定した。 
 この学習は，場面の移り変わりに即して登場

人物の行動や気持ちを読んで，考えたことを話

し合う「読んで考えたことを話し合おう」の学

習へと発展するものである。 

（第４学年） 
 この期の子どもたちは，これまで「読んで，

考えたことを発表しよう」で，場面ごとの主人

公の会話や行動に着目しながら気持ちを想像す

る能力を身に付けている。 
 そこでここでは，場面ごとの登場人物の気持

ちや情景など，叙述を基に読み取る能力を高め

ると共に，物語の紹介したい部分とその理由を

明確にして伝えようとする態度を身に付けさせ

たいと考え，本単元を設定した。 
 この学習は，優れた表現に着目して，物語の

魅力を伝え合う「すぐれた表現に着目して，物

語のみりょくを伝え合おう」の学習へと発展す

るものである。 

 (2) 指導の基本的な立場  

教材「もうすぐ雨に」は，「ぼく」と様々な生

き物の間で起こる不思議な出来事や「ぼく」の

優しさ，相手の気持ちが分かるようになる成長

の姿を描いた物語文である。また，物語の組み

立てが起承転結で構成されており，「ぼく」と生

き物たちの間に起こる不思議な出来事の移り変

わりをとらえやすい教材である。 

本単元では，不思議な出来事や大騒ぎが起こ

る本を読んで感じたことを発表することを，単
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を読んで心に残ったことを基に友達に内容を紹

介することを，単元を貫く言語活動として設定

する。そして，教材「一つの花」を，強く心に

残った言葉や内容を誰かに紹介するためにはど

のようにすればよいかを考えながら読み進める。
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和について書かれた本を選んで読み，感想を紹
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意識をもたせる。 

行動や会話に着目しながら，出来事の展開や登

場人物の気持ちの変化を読み取らせる。その際，

自分に同じような出来事が起こったらどうする

だろうという視点で，「ぼく」の行動や気持ちに
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さらに，並行読書した本について，起承転結

を意識しながらまとめた感想を交流する活動を
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題名に込められた作者の思いを考えさせる。 
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行い，自他の紹介の変容に気付かせ，達成感・

成就感を味わわせる。 

    なお，同学年における話合いを充実させるために，展開時の間接指導時にはガイド学習を行う。 

このような学習を通して，子どもたちは相手や目的に応じて物語を読むことのよさを実感し，日

頃の読書生活に生かそうとする意欲を高める。また，進んで友達とかかわることで，一人一人が自

らの思いや考えを連続・発展させようとする態度を育成することができる。 

 (3) 子どもの実態    
         本学級の子どもたちの，本単元における実態以下の通りである。（数字は人数，複数回答） 

第３学年 第４学年 
① 初発の感想 
 ○動物たちが話すのがふしぎ（５） 
 ○自分も動物たちと話してみたい（４） 
○トラノスケはどこへ行ったのか（２） 

② 不思議な出来事について 
 ○生き物の声が聞こえるようになった（６） 
 ○雨が降ることが予測できた（１） 
③ 「ぼく」の変化 
○生き物と会話ができる（５） ○分からない（３） 

④ 感想の発表に用いた言葉 
 ○おもしろい（５） ○すごい（４）○きれい（２） 
○やさしい（６） こわい（５） 

① 初発の感想 
 ○ゆみ子の性格（元気・わがまま）（３） 
 ○お父さんが戦争に行って悲しい（２） 
 ○二度と戦争をしてはいけない（２） 
② 題名「一つの花」について 
 ○お父さんがゆみ子に渡したから（４）○分からない（３） 
③ 戦争に関する知識の情報源 
 ○本…ちいちゃんのかげおくり（７）その他（２） 
 ○家族（４） ○テレビ番組（３） 
④ 紹介したい内容 
 ○登場人物（７） ○心に残った出来事（４） 
 ○あらすじ（２） ○感想（２） 

子どもたちの多くは，主人公「ぼく」に起こ

った不思議な出来事に興味をもっている。しか

し，出来事の移り変わりをとらえている子ども

は少ない。（①②）また，「ぼく」の変化につい

て，生き物と会話ができるととらえた子どもが

多く，「ぼく」の生き物に対する気持ちの変化に

気付いた子どもはいない。（③）これは，物語を

読む際，不思議な出来事に対する関心が高く，

登場人物の気持ちの変化にまで目を向けられて

いないからだと考える。友達の発表を聞いた感

想に用いる言葉は全体的に偏りがあり，同じよ

うな言葉を用いる傾向が見られる。（④） 

 子どもたちの多くは，ゆみ子やお父さんに着

目したり，戦争に対する考えをもったりしてい

る。（①）しかし，題名に対する見方は，お父さ

んの行動に着目したものが多く，物語の主題に

かかわる考えはない。（②）これは，キーワード

となる言葉に着目しながら物語を読む経験が少

ないからだと考える。戦争に関する知識の情報

源は，既習の「ちいちゃんのかげおくり」から

のものがほとんどで，戦争や平和に関する読書

経験は少ない。（③）紹介したい内容は，登場人

物や心に残った出来事が多く，情景に着目した

ものは少ない。（④） 
 (4) 指導上の留意点 

ア 出来事の展開に注意しながら「ぼく」の生き

物に対するかかわりをとらえさせるために，物

語を四つの場面に分けて，「ぼく」の行動や会

話を話し合わせる。  

イ 語彙を増やし，読んだ後の感じ方には違いが

あることに気付かせるために，感想に用いる言

葉の一覧表を掲示し，子どもが学び合いの中で

用いた言葉を，叙述や日常生活の経験と関係付

けさせる。 

ア 場面ごとの登場人物の気持ちや情景をと

らえさせるために，人物の行動や情景を表

す叙述からキーワードとなる言葉を出さ

せ，それらを比較しながら共通点や相違点

を話し合わせる。 

イ 紹介したい本の内容とその理由を明確に

するために，自分の考えの根拠となる叙述

を複数集めて関係付けさせる。  
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ウ 学習に対する達成感・成就感を味わわせる

ために，不思議な出来事が起こる本や大騒ぎ

になる本を並行読書させ，出来事や中心人物

に対する考えや感想を，伝え合わせる。 

ウ 学習に対する達成感・成就感を味わわせ

るために，並行読書でまとめた自分の考え

を，読書発表会の前後で比較させ，自他の

読みの深まりを伝え合わせる。 

   エ  単元の導入と終末で一斉指導を行う。また，間接指導時に，互いの考えを高めるために「問い

返し方」を発揮させる場を設定し，相手の考えを要約したり置き換えたりする話合いを行わせる。 

３ 目 標 

(1)  不思議な出来事が起こる本の読書をし，観

点を基に感想をもち，友達と交流しようとす

ることができる。 

(2) 「ぼくの気持ち」や「不思議な出来事」など

の観点で自他の感想を比較することで，自分の

感想を広めたり深めたりすることができる。 
(3) 文章を読んで考え，まとめたことを発表し合

い，一人一人の感じ方について違いのあること

に気付くことができる。 

(1) 戦争や平和をテーマとし読書をし，心に残

った文や感想，考えを基にした紹介をしよう

とすることができる。 

(2) 「一つの花」という題名が付けられた理由

を，キーワードや複数の叙述と関係付けなが

らとらえることができる。  

(3) 戦争中と戦争後の移り変わりに注意しなが

ら，登場人物の気持ち，情景などについて，

叙述を基に想像して読むことができる。 
(4) 異学年の交流を通して，３年生は不思議な出来事の展開や主人公の気持ちの変化について感じ

たことを分かりやすく伝えること，４年生は平和に関する本の感想や作品の特徴を基に，紹介す

ることができる。 
４ 指導計画（第３学年９時間，第４学年９時間） 

学習課題・主な学習活動（第３学年） 学習課題・主な学習活動（第４学年） 
１ 学習意欲の喚起 

 
 

１ 学習意欲の喚起 

 
 

  

９ 合 同 読 書 会 

５ 本  時（第３学年：５／９，第４学年：５／９） 

(1) 目  標 

 

 

人物の行動や会話，場所の様子に着目して，

「一つの花」という題名に込められた作者の思

いを読み取ることができる。  
 (2) 本時の展開に当たって 

 本時では，思考の高まりを目的にした学び合い

が重要だと考える。そこで，トラノスケが「ぼく」

に言おうとした言葉を想像させて，互いの根拠の

共通点を問うことで，「ぼく」の気持ちの変化など

の考えを引き出しながら展開していく。 

 本時では，思考の高まりを目的にした学び合いが

重要だと考える。そこで，題名「一つの花」と自分

で考えた題名を提示し，作者がこの題名にした理由

を問うことで，「平和への願い」や「戦争の悲しさ」

などの考えを引き出しながら展開していく。 

 不思議な出来事が起こる本を読んで感じたことを発表す

るには，どのように読めばよいのだろうか。 
 平和についての本を紹介するためには，物語をど

のように読めばよいのだろうか。 

２～６ 限定された範囲での試行

錯誤   （本時５／９） 
 ○ 物語の設定を確かめる 
 ○ 「ぼく」の気持ち・出来事の不思議 

○ 感想の発表 

２～６ 限定された範囲での試行
錯誤   （本時５／９） 

 ○ 物語の設定を確かめる 
○ 父の人柄・世の中の様子 
○ 題名についての話合い 
○ 紹介原稿の作成・紹介 

７～８ 広い範囲での試行錯誤，試行の見直し ７～８ 広い範囲での試行錯誤，試行の見直し 

「平和」についての自分の考えをまとめて話し合い，

単元の目標を設定する。

「不思議な出来事が起こる本」を読んで感じたことを発表

し，単元の目標を設定する。 

 

 「おもしろいな」「すきだな」と思ったところを，ぼくの

気持ちの変化や出来事などの観点で理由付けすればよい。 
 心に残った言葉や文，感想や考えなどの観点を基に，戦争

中と戦争後の移り変わりに注意しながら読めばよい。 

 

　叙述を基にトラノスケが言おうとしたことを想像

する活動を通して，「ぼく」がトラノスケの言おう

としたことが分かった理由を読み取ることができる。
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ウ 学習に対する達成感・成就感を味わわせる

ために，不思議な出来事が起こる本や大騒ぎ

になる本を並行読書させ，出来事や中心人物

に対する考えや感想を，伝え合わせる。 

ウ 学習に対する達成感・成就感を味わわせ

るために，並行読書でまとめた自分の考え

を，読書発表会の前後で比較させ，自他の

読みの深まりを伝え合わせる。 

   エ  単元の導入と終末で一斉指導を行う。また，間接指導時に，互いの考えを高めるために「問い

返し方」を発揮させる場を設定し，相手の考えを要約したり置き換えたりする話合いを行わせる。 

３ 目 標 

(1)  不思議な出来事が起こる本の読書をし，観

点を基に感想をもち，友達と交流しようとす

ることができる。 

(2) 「ぼくの気持ち」や「不思議な出来事」など

の観点で自他の感想を比較することで，自分の

感想を広めたり深めたりすることができる。 
(3) 文章を読んで考え，まとめたことを発表し合

い，一人一人の感じ方について違いのあること

に気付くことができる。 

(1) 戦争や平和をテーマとし読書をし，心に残

った文や感想，考えを基にした紹介をしよう

とすることができる。 

(2) 「一つの花」という題名が付けられた理由

を，キーワードや複数の叙述と関係付けなが

らとらえることができる。  

(3) 戦争中と戦争後の移り変わりに注意しなが

ら，登場人物の気持ち，情景などについて，

叙述を基に想像して読むことができる。 
(4) 異学年の交流を通して，３年生は不思議な出来事の展開や主人公の気持ちの変化について感じ

たことを分かりやすく伝えること，４年生は平和に関する本の感想や作品の特徴を基に，紹介す

ることができる。 
４ 指導計画（第３学年９時間，第４学年９時間） 

学習課題・主な学習活動（第３学年） 学習課題・主な学習活動（第４学年） 
１ 学習意欲の喚起 

 
 

１ 学習意欲の喚起 

 
 

  

９ 合 同 読 書 会 

５ 本  時（第３学年：５／９，第４学年：５／９） 

(1) 目  標 

 

 

人物の行動や会話，場所の様子に着目して，

「一つの花」という題名に込められた作者の思

いを読み取ることができる。  
 (2) 本時の展開に当たって 

 本時では，思考の高まりを目的にした学び合い

が重要だと考える。そこで，トラノスケが「ぼく」

に言おうとした言葉を想像させて，互いの根拠の

共通点を問うことで，「ぼく」の気持ちの変化など

の考えを引き出しながら展開していく。 

 本時では，思考の高まりを目的にした学び合いが

重要だと考える。そこで，題名「一つの花」と自分

で考えた題名を提示し，作者がこの題名にした理由

を問うことで，「平和への願い」や「戦争の悲しさ」

などの考えを引き出しながら展開していく。 

 不思議な出来事が起こる本を読んで感じたことを発表す

るには，どのように読めばよいのだろうか。 
 平和についての本を紹介するためには，物語をど

のように読めばよいのだろうか。 

２～６ 限定された範囲での試行

錯誤   （本時５／９） 
 ○ 物語の設定を確かめる 
 ○ 「ぼく」の気持ち・出来事の不思議 

○ 感想の発表 

２～６ 限定された範囲での試行
錯誤   （本時５／９） 

 ○ 物語の設定を確かめる 
○ 父の人柄・世の中の様子 
○ 題名についての話合い 
○ 紹介原稿の作成・紹介 

７～８ 広い範囲での試行錯誤，試行の見直し ７～８ 広い範囲での試行錯誤，試行の見直し 

「平和」についての自分の考えをまとめて話し合い，

単元の目標を設定する。

「不思議な出来事が起こる本」を読んで感じたことを発表

し，単元の目標を設定する。 

 

 「おもしろいな」「すきだな」と思ったところを，ぼくの

気持ちの変化や出来事などの観点で理由付けすればよい。 
 心に残った言葉や文，感想や考えなどの観点を基に，戦争

中と戦争後の移り変わりに注意しながら読めばよい。 

 

　叙述を基にトラノスケが言おうとしたことを想像

する活動を通して，「ぼく」がトラノスケの言おう

としたことが分かった理由を読み取ることができる。
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入
る

直
前

の
教
師

の
具

体
的

な
働

き
か

け
 

教
師
の
具
体
的
な
働
き
か
け

 
主

な
学
習

活
動

（
第

３
学

年
）

 
位

置
 

主
な

学
習

活
動

（
第

４
学

年
）

 
教
師
の
具
体
的
な
働
き
か
け

 
○

 
課

題
を

焦
点

化

さ
せ
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め
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ぼ

く
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の

行
動

や

気
持

ち
に

着
目

し

て
音

読
さ

せ
，
疑

問

に
思

っ
た

こ
と

を

話
し

合
わ

せ
る

。
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ト
ラ
ノ
ス
ケ
の
言

い
た
か
っ
た
こ
と
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分
か
っ
た
理
由
を
と

ら
え

さ
せ

る
た

め

に
，
ト
ラ
ノ
ス
ケ
が

言
お
う
と
し
た
こ
と

を
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叙
述
を
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し
合
わ
せ
る
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○
 
「
ぼ
く
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が
ト
ラ
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ス
ケ
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族
の
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て
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こ
と
に
気

付
か
せ
る
た
め
に
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ど
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た
ち
か
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出
さ
れ

た
考
え
の
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話
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合
わ
せ
る
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●
 
「
ぼ
く
」
の
ト
ラ
ノ

ス
ケ
に
対
す
る
愛
情

に
気
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か
せ
る
た
め

に
，「

な
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，
ト
ラ
ノ

ス
ケ
の
言
い
た
い
こ

と
は
よ
う
く
分
か
っ

た
の
か
。」

と
問
い
，

考
え
を
話
し
合
わ
せ

る
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○
 
本
時
で
身
に
付
け

た
読
み
の
力
を
確
か

め
さ
せ
る
た
め
に
，
物

語
を
読
ん
で
「
す
き
だ

な
」「

お
も
し
ろ
い
」

と
思
っ
た
と
こ
ろ
を
，

他
の
場
面
と
比
較
し

な
が
ら
感
想
カ
ー
ド

に
書
か
せ
る
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１
 
本
時

の
学

習
課
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設
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教
材

文
を

み
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で
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読

す
る
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時

の
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課
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を
設
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る
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す
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ま
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識
し

て
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「
ぼ

く
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が
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ラ
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の
言
い

た
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と

が
分
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た
理
由
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想

カ
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ド
に
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の
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を
書
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本
時

の
学

習
の

感
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を
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１
 
本
時

の
学

習
課

題
を

設
定

す
る
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自
分

だ
っ
た
ら

作
品
に
ど

の
よ
う

な
題

名
を

つ
け

る
か

交
流
す

る
。

 
(2

) 
学
習

課
題

を
設

定
す
る
。

 
   ２

 
学
習

の
流

れ
を

確
認

す
る

。
 

 
・

 
こ

れ
ま

で
意

識
し

て
き

た
読
み

方
 
・
 
「
ひ

と
み

」
学
習
 

３
 
「
一

つ
の

花
」

と
い

う
題

名
が
付

け
ら

れ
た

理
由

に
つ

い
て
話

し
合

う
。
 

        

 
      

 

        
 

４
 
紹
介

カ
ー

ド
に

自
分

の
考

え
を
書

く
。
 

５
 
本
時

の
ま

と
め

を
行

う
。

 
 

  ６
 
本
時

の
学

習
の

感
想

を
交

流
す
る

。
 

●
 
一
人
一
人
の
読
み
方

に
よ
っ
て
題
名
の
付
け

方
に
も
違
い
が
あ
る
こ

と
に
気
付
か
せ
る
た
め

に
，「

自
分
だ
っ
た
ら
，

ど
ん

な
題

名
に

す
る

か
。」

と
問
い
，
考
え
を

互
い
に
交
流
さ
せ
る
。
 

○
 
課
題
を
焦
点
化
さ
せ

る
た
め
に
，「

君
た
ち
が

考
え
た
題
名
で
よ
い
の

で
は
な
い
か
。」
と
問
い
，

そ
の
是
非
を
話
し
合
わ

せ
る
こ
と
で
，
作
者
の
意

図
が
あ
る
こ
と
に
気
付

か
せ
る
。
  

●
 
叙
述
を
基
に
し
た

考
え

を
話

し
合

わ
せ

る
た
め
に
，
作
者
が
題

名
「
一
つ
の
花
」
を
付

け
た

理
由

と
根

拠
と

な
る

叙
述

は
ど

こ

か
。」

と
問
い
，
小
黒

板
に
書
か
せ
，
互
い
の

考
え
を
交
流
さ
せ
る
。
 

●
 
作
者
の
意
図
に
対
す

る
見
方
を
広
げ
さ
せ
る

た
め
に
，「

題
名
は
『
コ

ス
モ
ス
の
ト
ン
ネ
ル
』
で

は
い
け
な
い
の
か
。」

と

問
い
，
作
者
が
戦
時
中
の

場
面
の
言
葉
を
使
っ
た

理
由
を
話
し
合
わ
せ
る
。
 

○
 
本
時
で
身
に
付
け
た

読
み
の
力
を
確
か
め
さ

せ
る
た
め
に
，
作
者
が

題
名
を
「
一
つ
の
花
」

に
し
た
理
由
を
紹
介
カ

ー
ド
に
書
か
せ
る
。
 

叙
 
述

 
も

う
す
ぐ

雨
に

な
る

ん
だ

か
ら

。
 

叙
 
述

 
 
一

つ
だ

け
ち

ょ
う

だ

い
。

一
つ

だ
け
。

 

叙
 
述

 
ト

ラ
ノ
ス

ケ
を

ご
し

ご
し

ふ
い

て
や

っ
た

。
 

な
ぜ

，「
ぼ

く
」
は

ト
ラ

ノ
ス
ケ

の
言
い

た
い

こ
と

が
分

か

っ
た

の
だ

ろ
う

。
 

ト
ラ

ノ
ス

ケ
が

「
ぼ

く
」

に
言

お
う
と

し
た

こ
と

を
想

像
し

よ
う
。

 

な
ぜ

，
作

者
は
「
一

つ
の

花
」
と

い
う
題

名
に

し
た

の
だ

ろ

う
か

。
 

 
ぼ

く
は

「
コ

ス
モ

ス
」

と
い

う
題
名

に
し

た
け

れ
ど

，
な

ぜ
，

作
者

は
「

一
つ

の
花

」
に

し
た

の
か
，

理
由

を
考

え
よ

う
。

 
ひ

【
共
通
点
】
平
和
へ
の
願
い

「
一

つ
の

花
」
に
す

る
と

，
平

和
へ

の
願

い

だ
け

で
な

く
，
戦
争

の

悲
し

さ
ま

で
表

れ
て

い
る

よ
。

 

 
平

和
へ

の
願

い
を

伝

え
た

い
の

で
あ

れ
ば

，

「
コ

ス
モ

ス
の

ト
ン

ネ

ル
」

と
い

う
題

名
で

は

い
け

な
い

の
か

な
。

 

 
作

者
は

，
平

和
へ

の
願

い
や

戦
争
の

悲
し

さ
を

伝
え

た
い

と
思
っ

た
か

ら
。

 
ひ

最
初

は
一

つ
の

考
え

し
か

思
い

つ
か
な

か
っ

た
け
ど

，
○
○

さ
ん

の
考

え
を

聞
い

て
，

ほ
か

に
も

考
え

が
あ

る
と

い
う

こ
と
が

分
か

り
ま
し

た
。

 

 
「

ぼ
く

」
は

，
ト

ラ
ノ

ス
ケ

の
こ
と

を
今

ま
で

以
上

に
愛

情

を
も

っ
て

考
え

ら
れ

る
よ

う
に

な
っ
た

か
ら

。

ト
ラ

ノ
ス

ケ
の

言
葉

を
い

ろ
い

ろ
想
像

す
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た
。

友
達

の
考

え
を

聞
く

こ
と
が

で
き

た
か

ら
だ

と
思

い
ま

す
。

 

【
共
通
点
】「

ぼ
く
」
は
ト
ラ
ノ
ス
ケ
の
気
持
ち
を
考
え
て
い
る
か
ら
。
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5

叙
 
述

 
ぐ

し
ょ
ぬ

れ
で

，
足

は
ど

ろ
だ

ら
け

だ
。

 

 
な
ぜ
，

ト
ラ
ノ

ス
ケ

が
言
う
こ

と
は
「

よ
く

分
か
っ
た

」
じ
ゃ

な
く

て
，「

よ
う
く

分
か
っ

た
」
な
の

か
な
。

 

ト
ラ

ノ
ス

ケ
と

は
い

つ
も

い
っ

し
ょ

に
く

ら

し
て

い
る

か
ら

，
他

の
生

き
物

た
ち

に
は

な
い

愛

情
が

あ
る

よ
。

ひ
 

比
較

比
較

叙
 
述

 
ゆ

み
。
さ

あ
，

一
つ

だ

け
あ

げ
よ

う
。

一
つ

だ
け

の
お

花
，

大
事

に
す

る
ん

だ
よ

う
―

。
 

叙
 
述

 
コ

ス
モ
ス

の
ト

ン
ネ

ル
を

く
ぐ

っ
て

出
て

き

ま
し

た
。

比
較

比
較

み
 
平

和
の

よ
さ

に
つ

い
て

考
え

て

ほ
し

か
っ

た
か

ら
だ

と
思

う
。

 

 
家

族
の

大
切

さ
を

伝
え

た

か
っ

た
か

ら
だ

と
思

う
。

 

と

戦
争

中
の

貧
し

さ
を

伝
え

た
か

っ
た

か
ら

だ

と
思

う
。

 

や
れ

や
れ

，
や
っ

と
用

事
が

終
わ

っ
た

よ
。

 

ひ
 

あ
り

が
と

う
。

や
さ

し
い

と
こ

ろ
が

あ
る

じ
ゃ

な
い

か
。

 

み
ほ

ら
ね
。
ぼ
く

が
言

っ
た

よ

う
に

雨
が

ふ
っ

た
だ

ろ
。
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